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東
日
本
大
震
災
で
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
激
変
し
、
日
本
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
造
船
重
機
や
化
学
メ
ー
カ
ー
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
へ
の
新
規
参
入
を
目
指
す
企
業
が
登
場
。
国
内
外
で
成
長
が
見
込
ま
れ
る
新

方
式
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
、
相
次
い
で
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

新
方
式
を
開
発
し
市
場
開
拓

「
減
原
発
」
に
対
応

　
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
、
深
刻
な
電
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
日
本
列
島
。
石
油
や
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
子
力
を
補
い
、
ま
た
新
た
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
震
災
に
強
い

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
も
復
興
の
中
で
進
む
。
世
界
を
見
据
え
た
動
き
で
は
、
原
発
を
代
替
す
る
火
力
の
主
要
燃
料
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
安
定
調
達
に
向
け
大
規
模
な
開
発
案
件
が
相
次
ぐ
。

拡
大
余
地
３
０
０
０
万
コ
ジ
ェ
ネ

ガ
ス
業
界
は
「
コ
ジ
ェ
ネ
で
原
子
力
の

一
部
を
穴
埋
め
で
き
る
」
と
強
気
だ

コ
ジ
ェ
ネ
用
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

電
力
不
足
解
消
し
安
定
供
給

Ｌ
Ｎ
Ｇ
大
規
模
開
発

売
り
先
は
海
外
太
　
陽

潮
流
発
電
稼
働
率
％

ＪＦＥエンジニアリングが 年 月に
開設した太陽エネルギーの開発拠点

川崎重工が開発する潮流発電のイメージ図

再生エネで世界に

出
力
�
目
標
に
海
水
と
淡
水
の
濃
度
差
利
用

災
害
に
強
く
石
油

　
川
崎
重
工
業
は
海
外
展
開

を
見
据
え
、
潮
流
発
電
の
開

発
に
着
手
し
た
。
見
た
目
や

構
造
は
風
力
発
電
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
潮
流
で
羽
根
を
回
し

増
速
機
で
回
転
数
を
上
げ
て

発
電
す
る
。
電
気
は
海
底
ケ

ー
ブ
ル
で
陸
上
に
送
る
。
風

は
吹
か
な
い
日
が
あ
り
、
吹

い
た
と
し
て
も
強
さ
が
変
わ

る
。
潮
流
は
ほ
ぼ
一
定
の
強

さ
で
流
れ
て
お
り
、
稼
働
率

は
風
力
の
倍
の

％
が
見
込

ま
れ
る
。

　
同
社
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
委
託

を
受
け

年
度
ま
で
事
業
化

調
査
を
実
施
し
、
沖
縄
県
沖

で
の
設
置
場
所
を
選
定
。

年
度
に
直
径

の
羽
根
を

備
え
た
出
力
１

の
設
備

を
海
底
に
置
く
。
海
底
へ
の

設
置
方
法
や
発
電
を
確
認

し
、
事
業
化
を
目
指
す
。

　
売
り
先
と
し
て
有
望
な
の

が
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
。
同

国
政
府
は
１

の
大
規
模

潮
流
発
電
所
の
建
設
を
計

画
。
秒
速
２
―
３

の
潮
流

が
あ
る
同
国
は
潮
流
発
電
の

最
適
地
で
、
現
在
１

規

模
で
実
証
中
だ
。

　
日
東
電
工
は
水
処
理
技
術

を
応
用
し
、
海
水
と
淡
水
の

濃
度
差
を
使
っ
た
濃
度
差
発

電
の
開
発
に
乗
り
だ
し
た
。

海
水
と
淡
水
を
水
が
通
過
す

る
膜

半
透
膜

で
仕
切
る

と
海
水
の
塩
分
濃
度
を
薄
め

よ
う
と
淡
水
が
海
水
側
に
流

れ
る
。
こ
の
浸
透
現
象
を
利

用
し
、
海
水
の
流
れ
を
増
し

て
あ
げ
て
発
電
タ
ー
ビ
ン
を

回
転
さ
せ
る
の
が
濃
度
差
発

電
だ
。
浸
透
圧
発
電
、
浸
透

膜
発
電
と
も
呼
ば
れ
る
。
海

水
と
淡
水
が
併
存
す
る
河
川

の
河
口
が
設
置
場
所
と
な

る
。

　
日
東
電
工
は
世
界
で
初
め

て
濃
度
差
発
電
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
し
た
ノ
ル
ウ
ェ

ー
国
営
電
力
会
社
の
ス
タ
ッ

ト
ク
ラ
フ
ト
と
共
同
開
発
す

る
。

　
地
方
都
市
の
電
力
を
賄
え

る
出
力

以
上
の
プ
ラ

ン
ト
開
発
が
目
標
だ
。
ス
タ

ッ
ト
は

年
に
同
規
模
の
プ

ラ
ン
ト
が
世
界

カ
所
で
稼

働
し
て
い
る
と
見
通
す
。
日

本
に
も
有
力
な
設
置
場
所
が

あ
る
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

東
京
都
千
代
田
区

は

２
０
１
１
年

月
、
造
船
所

が
隣
接
す
る
横
浜
本
社
内

横
浜
市
鶴
見
区

に
太
陽

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
拠
点

を
開
設
し
た
。
岸
壁
を
背
に

立
つ
高
さ

の
塔
と
地
面

に
置
い
た
鏡
が
、
太
陽
熱
発

電
お
よ
び
集
光
型
太
陽
光
発

電
の
実
証
施
設
だ
。

　
地
上
に
降
り
注
い
だ
太
陽

光
を
鏡
で
反
射
し
て
、
塔
の

上
部
に
あ
る
集
光
部
１
点
に

集
め
る
。
太
陽
熱
発
電
な
ら

集
光
部
に
集
ま
っ
た
光
で
高

熱
を
作
り
、
そ
の
熱
で
蒸
気

を
発
生
さ
せ
て
発
電
タ
ー
ビ

ン
を
回
す
。
太
陽
光
発
電
は

１
点
に
集
め
た
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
効
率
的
に
電
気
を
作

る
。

　
新
施
設
で
は
集
光
効
率
な

ど
を
検
証
。
そ
の
成
果
を
生

か
し

年
度
以
降
に
太
陽
熱

や
集
光
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
製
品
化
し
、

年
度

に
売
上
高
５
０
０
億
円
以
上

を
目
指
す
。

　
売
り
先
は
海
外
だ
。
特
に

太
陽
熱
発
電
の
場
合
、
地
表

に
到
達
す
る
光
が
多
い
赤
道

付
近
の
地
域
で
需
要
が
見
込

め
る
。
北
ア
フ
リ
カ
一
帯
に

太
陽
熱
発
電
所
を
建
設
し
、

発
電
し
た
電
気
を
欧
州
に
送

る
計
画
も
あ
る
。

　
三
井
造
船
も
太
陽
熱
発
電

の
事
業
化
を
狙
う
。

年
末

に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

Ｕ

Ａ
Ｅ

の
ア
ブ
ダ
ビ
に
実
験

用
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
実

証
を
始
め
た
。
ほ
か
に
も
同

社
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

や
日
本
貿
易
振
興
機

構

ジ
ェ
ト
ロ

か
ら
委
託

を
受
け
、
イ
ン
ド
と
チ
ュ
ニ

ジ
ア
で
事
業
化
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
る
。

　
電
力
不
足
の
解
消
に
最
も

積
極
的
に
動
い
て
い
る
の
が

都
市
ガ
ス
業
界
だ
。
今
夏
に

見
直
さ
れ
る
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
へ
の
反
映
を
に

ら
み
、
日
本
ガ
ス
協
会
は
野

心
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し

た
。

　
現
行
の
基
本
計
画
で
は
２

０
３
０
年
の
発
電
量
の
う
ち

５
割
強
を
原
子
力
で
賄
う
方

針
。だ
が
、政
府
の
「
減
原

発
」
方
針
に
の
っ
と
れ
ば
、

現
行
の
３
割
弱
を
維
持
す
る

の
も
困
難
だ
。
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
ど
う
埋
め
る
か
の
論
点

に
対
し
日
本
ガ
ス
協
会
は
、

ギ
ャ
ッ
プ
の
３
分
の
２
は

「
ガ
ス
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン

熱
電
併
給

に
よ
っ

て
穴
埋
め
で
き
る
」

鳥
原

光
憲
会
長

と
主
張
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、

年
ま
で

に
コ
ジ
ェ
ネ
を
現
在
の
約
６

・
５
倍
、
家
庭
用
燃
料
電
池

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
を
２
５

０
倍
に
増
や
せ
る
余
地
が
あ

り
、
新
た
に
２
５
０
０
万

―
３
０
０
０
万

の
電
力

を
生
み
出
せ
る
と
明
言
。
さ

ら
に
、
ガ
ス
空
調
を
倍
増
さ

せ
る
こ
と
で
、
電
力
需
要
の

ピ
ー
ク
を
１
３
０
０
万

下
げ
ら
れ
る
と
試
算
す
る
。

　
需
要
の
減
退
が
止
ま
ら
な

い
石
油
・
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

業
界
。
し
か
し

被
災
地
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
利
点
が
再
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
「
原
発
の
見

直
し
に
際
し
て
は
石
炭
や
Ｌ

Ｎ
Ｇ
だ
け
で
な
く
、
石
油
も

ベ
ー
ス
電
源
に
組
み
入
れ
平

時
か
ら
一
定
需
要
を
確
保
す

べ
き
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

災
害
対
応
力
の
確
保
は
不
可

能
」

天
坊
昭
彦
石
油
連
盟

会
長

と
国
に
強
く
訴
え

る
。

　
今
後
、
予
想
さ
れ
る
大
震

災
時
に
安
定
供
給
を
果
た
そ

う
と
、
石
油
会
社
で
は
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
機
能
強
化

に
動
い
て
い
る
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
地
震

や
大
津
波
に
強
い
ス
タ
ン
ド

の
実
証
を
開
始
。
自
家
発
電

機
や
燃
料
電
池
を
常
備
し
、

停
電
時
で
も
給
油
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
津
波
に

よ
る
冠
水
で
も
機
器
が
止
ま

ら
な
い
よ
う
防
水
仕
様
の
計

量
器
を
開
発
。
事
務
所
２
階

の
屋
上
を
津
波
か
ら
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
に
す
る
こ
と
や
、

井
戸
と
貯
水
槽
を
設
け
て
断

水
に
備
え
る
な
ど
地
域
住
民

を
守
る
機
能
も
加
え
た
。

　
ま
ず
は
東
北
か
ら
九
州
ま

で
の
太
平
洋
岸
で
、
海
抜

以
下
に
立
地
す
る

の
ス

タ
ン
ド
で
の
展
開
を
計
画
。

３
月
に
は
復
興
の
さ
中
に
あ

る
宮
城
県
石
巻
市
に
１
号
店

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
「
減
原
発
」
と
と
も
に
需

要
が
増
す
Ｌ
Ｎ
Ｇ
。
今
後
そ

の
確
保
が
今
ま
で
以
上
に
重

要
と
な
る
。
１
月
に
日
本
企

業
の
主
導
に
よ
る
初
の
ガ
ス

田
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
豪

州
イ
ク
シ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
最
終
投
資
決
定

が
下
っ
た
。
国
際
石
油
開
発

帝
石
が
約

％
の
権
益
を
握

り
、
操
業
主
体

オ
ペ
レ
ー

タ
ー

と
し
て
西
豪
州
の
ガ

ス
田
か
ら
年
間
８
４
０
万

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
同
１
６
０
万

の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
生
産
。
大
半
を

日
本
の
電
力
・
ガ
ス
会
社
に

供
給
す
る
。
石
油
メ
ジ
ャ
ー

や
国
営
企
業
が
独
占
す
る
世

界
に
風
穴
を
開
け
る
案
件
で

も
あ
り
、

年
末
の
生
産
開

始
を
目
指
し
て
近
く
工
事
が

始
ま
る
。

　
国
際
帝
石
は
さ
ら
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
も
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
イ
ク
シ
ス
に
匹
敵

す
る
「
ア
バ
デ
ィ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
発
中
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来

を
支
え
よ
う
と
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
現
へ
の
作
業
が
続

く
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １月３１日 火曜日 　　


